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平成 25 年度琉球大学法科大学院 

Ａ日程 法学既修者コース法律試験 問題冊子 １ 

 

公法系（憲法・行政法）〔全 430 点中 100 点〕 

 

平成２４年９月８日（土曜日） 

１０時００分～１１時４０分（100 分） 

 

 

注意事項 

 試験開始の合図があるまでに，次の注意をよく読んで，間違い 

のないように受験してください。 

 

 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。 

２ 試験開始後，問題の部分に印刷不鮮明，汚損等があれば直ちに申し出てくだ 

さい。 

３ この試験では，問題冊子１部のほかに，解答用紙８枚，下書用紙２枚を配布 

します。六法は，貸与します。 

４ 憲法の答案と行政法の答案とで，解答用紙を分けて使用してください。 

５ 解答用紙の冒頭欄に印刷されている試験科目名のうち，「憲法」または 

「行政法」のいずれか１つを丸で囲み，また空欄に数字を記入して， 

その解答用紙が「何法に関する答案の何枚目であるか」を示してください。 

また，答案に用いたすべての解答用紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し 

てください。 

６ 解答用紙が足りない場合は，適宜配布するので，手をあげてください。 

７ 黒色または青色であれば筆記用具は問いません。ただし，鉛筆書きの場合は 

文字が薄くならないように十分注意してください。 

８ 試験開始後は，途中退席できません。用便を希望する際は手をあげてくださ 

い。 

９ 試験終了後，解答用紙と貸与した六法を回収するので，指示があるまで席を 

立たないでください。 配布した解答用紙は，書き損じや未使用のものも含め

て，すべて回収します。問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。  

10 その他は，すべて監督者の指示に従ってください。 
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Ⅰ 憲法（70 点） 

 

 問題 

次の【事例】につき，後掲の《資料１》ないし《資料３》を参照しつつ〔設問〕

に答えなさい。 

 

【事例】 

Ｘは熱心なＡ教の信者であり，1 日 4 回の祈りを欠かさなかった。2012 年 1 月，

Ｘは肺ガンを患い，闘病生活を余儀なくされたため，ガン治療では定評のあるＹ市

立中央病院に入院した。同病院では放射線療法，化学療法による長期のガン治療を

行っていた。 

Ｘは個室の病室に入院し，入院後も 1 日 4 回の祈りを欠かさなかった。祈りの際

に特に呪文等を唱える訳でもなく，回りに迷惑のかかる問題は起きていなかった。 

Ｙ市立病院長Ｔはガン治療の第 1 人者で，Ｘの担当医となった。Ｘの入院後数日

して，夜中に急患が運び込まれ，数時間にわたりＴは見事な手術および術後処置を

行った。急患はＹ市市長の母親で，様態が落ち着いたので，集中治療室からＸの隣

の個室病室に運ばれた。ＴはＹ市市長と高校時代同級生だった。母親に同行した市

長は，手術がうまくいったことなどに対する感謝の気持ちをＴに伝え，術後の経過

もしっかり見てほしい旨をお願いした。Ｔが，市長らとともに市長の母親の病室ま

で行った後，隣室のＸの様子はどうかと思い，Ｘの個室を訪れたところ，Ｘは夜明

けに始まる祈りの最中であった。 

Ｔは非常に驚き，市長の母親など隣室の患者に迷惑がかからないかなどを憂慮

し，病院内での宗教的行為を禁止する旨を病院長名で全病棟に通知した《資料３》。 

Ｘは，この病院での治療が最善と思っていた。しかし，Ａ教の教義に背くことも

できないと考え，依然として個室内で祈りを続けていた。すでにＸがＡ教の教義で

祈りをすることを知っていたＴは，祈りの現場を再度確認した上で，退院を命じた。

ＸはＹ市を相手に損害賠償を請求したいと思っている。 

 

〔設問〕（70 点） 

   あなたはＸ側の代理人として，どのような憲法上の主張を行うか，理由を付して

述べなさい。 
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また、Ｘ側の主張に対してＹ市側代理人としてはどのような反論をするか，理由

を付して述べなさい。そのうえで，双方の主張に対するあなた自身の見解を述べな

さい。 

 

 

 ≪資料１≫ 

Ａ教の教義では，断食や巡礼の他，1 日 4 回の礼拝（ある方向に向かって祈ること。自宅

などで行っても良い）が求められている。礼拝の時間は決まっている。1 回目は夜明け，2

回目は日の出，3 回目は日没，4 回目は夜である。 

 

 

 ≪資料２≫ 

Ｙ市立中央病院管理規則             昭和 50 年 11 月 28 日 

規則第 15 号 

(目的) 

第 1 条 この規則は，Ｙ市立中央病院(以下「病院」という。)の管理に関し，法令，その

他別に定めるもののほか必要な事項を定めることを目的とする。 

(職制) 

第 2 条 病院に院長，副院長を，事務局に事務長を置く。 

2 前項に定めるもののほか，病院に必要な職員を置くことができる。 

(職務) 

第 3 条 院長は，市長の命を受け，院務を総理し，所属職員を指揮監督する。 

2 副院長は，院長を補佐し，院長事故あるときは，これを代理する。 

3 事務長は，上司の命を受け，管理部門に属する事務を掌理し，所属職員を指揮監督す

るとともに院内の総合調整を行う。 

(院長の専決事項) 

第 4 条 院長は，次の事項について専決することができる。 

(1) 特に重要なものを除く業務の計画実施に関すること。 

(2) 医師の当直，職務免除，および休暇の付与，出張命令に関すること。 

(入院拒否) 

第 5 条 院長は次の各号のいずれかに該当するときは，入院を拒否し，若しくは退院を命

ずることができる。 
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(1) 入院患者が収容定数に達したとき。 

(2) 入院又は在院を不適当と認めたとき。 

(3) 主治医の指示に従わないとき。 

(内規) 

第 6 条 この規則に定めるもののほか院長は市長の決裁を経て病院の医療業務に関する内

規を定めることができる。 

 

 

 ≪資料３≫ 

 

２０１２年１月○○日 

入院患者の皆様へ 

Ｙ市立中央病院長Ｔ 

院内における宗教行為の禁止について 

他の患者の迷惑になるため、本病院内においては 

一切の宗教的行為を行うことを禁止します。 
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Ⅱ 行政法（30 点） 

 

 問題 

次の【事例】につき，後掲の《資料》を参照しつつ〔設問〕に答えなさい。 

 

【事例】 

 不動産会社Ｘは，6 階建て共同住宅を建築するため，Ａ建設との間で建築工事請負契

約を締結し，Ａは，建築に必要な資材の搬入をＢ鉄筋およびＣ運輸に依頼した。ところ

が，現場へ資材を搬入するために用いる各車両が，通行経路上の区道との関係で道路法

47 条 4 項，車両制限令 5 条 2 項に定める車両の幅の制限基準に抵触するため，Ｂおよ

びＣは，道路管理者である中野区Ｙに対して同令 12 条に基づく特殊車両通行認定を申

請し，1973（昭和 48）年 5 月 11 日に受理された。しかし，なかなか認定されなかった

ため，同年 9 月 10 日，本件申請に対して何らかの行為をすることを求めて行政不服審

査法に基づく異議申立てをしたところ，Ｙは，本件建築に対して反対運動を進めていた

付近住民との話合いが円満解決し，工事が円滑に進められるようになるまで認定を留保

する旨，通知した。同年 10 月 3 日に再度同旨の異議申立てがなされ，結局，Ｙは同月

19 日に認定手続を行った。 

そこで，Ｘは，何ら正当な理由なく 5 か月余りも認定を留保したのは違法であり，こ

れにより建築工事遅延による損害を被ったとして，国家賠償法 1 条 1 項に基づきＹに対

して損害賠償を請求した。この請求について，最高裁（最判 1982〔昭和 57〕年 4 月 23

日）は，後掲の≪資料≫のように判示した。 

 

〔設問〕 

《資料》に掲載の最高裁の判示内容（見解）について論評しなさい。 

 

≪資料＝最判 1982（昭和 57）年 4 月 23 日≫ 

「道路法 47 条 4 項の規定に基づく車両制限令 12 条所定の道路管理者の認定は，同

令５条から７条までに規定する車両についての制限に関する基準に適合しないこと

が，車両の構造又は車両に積載する貨物が特殊であるためやむを得ないものであるか
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どうかの認定にすぎず，車両の通行の禁止又は制限を解除する性格を有する許可（同

法 47 条１項から 3 項まで，47 条の 2 第 1 項）とは法的性格を異にし，基本的には裁

量の余地のない確認的行為の性格を有するものであることは，右法条の改正の経緯，

規定の体裁および罰則の有無等に照らし明らかであるが，他方右認定については条件

を附することができること（同令 12 条但し書），右認定の制度の具体的効用が許可

の制度のそれと比較してほとんど変るところがないことなどを勘案すると，右認定に

当たって，具体的事案に応じ道路行政上比較衡量的判断を含む合理的な行政裁量を行

使することが全く許容されないものと解するのは相当でない。 

 これを本件についてみるのに，原審の適法に確定したところによれば，被上告人の

道路管理者としての権限を行う中野区長が本件認定申請に対して約５か月間認定を

留保した理由は，右認定をすることによって本件建物の建築に反対する附近住民と上

告人側との間で実力による衝突が起こる危険を招来するとの判断のもとにこの危険

を回避するためということであり，右留保期間は約 5 か月間に及んではいるが，結局，

中野区長は当初予想された実力による衝突の危険は回避されたと判断して本件認定

に及んだというのである。右事実関係によれば，中野区長の本件認定留保は，その理

由および留保期間から見て前記行政裁量の行使として許容される範囲内にとどまる

ものというべく，国家賠償法 1 条 1 項の定める違法性はないものといわなければなら

ない。」 

 

  

 ≪参照法令≫ 

 ○ 道路法（昭和 27 年 6 月 10 日法律 180 号）（抄） 

（通行の禁止又は制限） 

第 47 条 道路の構造を保全し，又は交通の危険を防止するため，道路との関係において必要

とされる車両（人が乗車し，又は貨物が積載されている場合にあつてはその状態にお

けるものをいい，他の車両を牽引している場合にあつては当該牽引されている車両を

含む。以下本節及び第８章中同じ。）の幅，重量，高さ，長さ及び最小回転半径の最

高限度は，政令で定める。 

２ 車両でその幅，重量，高さ，長さ又は最小回転半径が前項の政令で定める最高限度を

こえるものは，道路を通行させてはならない。 

３ 道路管理者は，道路の構造を保全し，又は交通の危険を防止するため必要があると認

めるときは，トンネル，橋，高架の道路その他これらに類する構造の道路について，
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車両でその重量又は高さが構造計算その他の計算又は試験によつて安全であると認め

られる限度をこえるものの通行を禁止し，又は制限することができる。 

４ 前３項に規定するもののほか，道路の構造を保全し，又は交通の危険を防止するため，

道路との関係において必要とされる車両についての制限に関する基準は，政令で定め

る。 

第 47 条の２ 道路管理者は，車両の構造又は車両に積載する貨物が特殊であるためやむを得

ないと認めるときは，前条第２項の規定又は同条第３項の規定による禁止若しくは制

限にかかわらず，当該車両を通行させようとする者の申請に基づいて，通行経路，通

行時間等について，道路の構造を保全し，又は交通の危険を防止するため必要な条件

を附して，同条第１項の政令で定める最高限度又は同条第３項に規定する限度をこえ

る車両の通行を許可することができる。 

 

○車両制限令（昭和 36 年 7 月 17 日政令第 265 号）（抄） 

（車両の幅等の最高限度）  

第 3 条  法第 47 条第 1 項 の車両の幅、重量、高さ、長さ及び最小回転半径の最高限度は、

次のとおりとする。  

一  幅 二・五メートル  

二  重量 次に掲げる値  

イ 総重量 高速自動車国道又は道路管理者が道路の構造の保全及び交通の危険の

防止上支障がないと認めて指定した道路を通行する車両にあつては 25トン以下

で車両の長さ及び軸距に応じて当該車両の通行により道路に生ずる応力を勘案

して国土交通省令で定める値、その他の道路を通行する車両にあつては 20 トン 

（幅の制限）  

第 5 条  市街地を形成している区域（以下「市街地区域」という。）内の道路で、道路管理

者が自動車の交通量がきわめて少ないと認めて指定したもの又は一方通行とされてい

るものを通行する車両の幅は、当該道路の車道の幅員（歩道又は自転車歩行者道のい

ずれをも有しない道路で、その路肩の幅員が明らかでないもの又はその路肩の幅員の

合計が 1 メートル未満（トンネル、橋又は高架の道路にあつては、0・5 メートル未満）

のものにあつては、当該道路の路面の幅員から一メートル（トンネル、橋又は高架の

道路にあつては、0・5 メートル）を減じたものとする。以下同じ。）から 0・5 メー

トルを減じたものをこえないものでなければならない。  

２  市街地区域内の道路で前項に規定するもの以外のものを通行する車両の幅は、当該道

路の車道の幅員から 0・5 メートルを減じたものの 2 分の 1 をこえないものでなければ

ならない。  ＜3 項略＞ 
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第 6 条  市街地区域外の道路（道路管理者が自動車の交通量がきわめて少ないと認めて指定

したものを除く。以下次項において同じ。）で、一方通行とされているもの又はその道

路におおむね 300 メートル以内の区間ごとに待避所があるもの（道路管理者が自動車の

交通量が多いため当該待避所のみでは車両のすれ違いに支障があると認めて指定した

ものを除く。）を通行する車両の幅は、当該道路の車道の幅員から 0・5 メートルを減

じたものをこえないものでなければならない。  ＜2 項略＞ 

（総重量、軸重及び輪荷重の制限）  

第 7 条  道路構造令 （昭和 45 年政令第 320 号）第 23 条第 2 項 の基準（強度に係るものに

限る。）を参酌して法第 30 条第 3 項 の条例で定める基準に適合している舗装がされて

いない都道府県道又は市町村道で、これに代わるべき他の道路があるものについて、道

路管理者が路面の破損を防止するため必要と認められる車両の総重量、軸重又は輪荷重

の限度を定めたときは、当該道路を通行する車両の総重量、軸重又は輪荷重は、当該限

度を超えないものでなければならない。ただし、当該道路を通行しなければ目的地に到

達することができない車両については、この限りでない。  ＜2 項・3 項略＞ 

（特殊な車両の特例）  

第 12 条  幅、総重量、軸重又は輪荷重が第 3 条に規定する最高限度をこえず、かつ、第 5

条から第 7 条までに規定する基準に適合しない車両で、当該車両を通行させようとする

者の申請により、道路管理者がその基準に適合しないことが車両の構造又は車両に積載

する貨物が特殊であるためやむを得ないと認定したものは、当該認定に係る事項につい

ては、第 5 条から第 7 条までに規定する基準に適合するものとみなす。ただし、道路管

理者が運転経路又は運転時間の指定等道路の構造の保全又は交通の安全を図るため必要

な条件を附したときは、当該条件に従つて通行する場合に限る。  

 

 

                                                                        以 上 
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平成 25 年度琉球大学法科大学院 

Ａ日程 法学既修者コース法律試験 問題冊子 ２ 

 

刑事系（刑法・刑事訴訟法）〔全 430 点中 100 点〕 

 

平成２４年９月８日（土曜日） 

１２時４０分～１４時２０分（100 分） 

 

 

注意事項 

 試験開始の合図があるまでに，次の注意をよく読んで，間違い 

のないように受験してください。 

 

 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。 

２ 試験開始後，問題の部分に印刷不鮮明，汚損等があれば直ちに申し出てくだ 

さい。 

３ この試験では，問題冊子１部のほかに，解答用紙８枚，下書用紙２枚を配布 

します。六法は，貸与します。 

４ 刑法の答案と刑事訴訟法の答案とで，解答用紙を分けて使用してください。 

５ 解答用紙の冒頭欄に印刷されている試験科目名のうち，「刑法」または 

「刑事訴訟法」のいずれか１つを丸で囲み，また空欄に数字を記入して， 

その解答用紙が「何法に関する答案の何枚目であるか」を示してください。 

また，答案に用いたすべての解答用紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し 

てください。 

６ 解答用紙が足りない場合は，適宜配布するので，手をあげてください。 

７ 黒色または青色であれば筆記用具は問いません。ただし，鉛筆書きの場合は 

文字が薄くならないように十分注意してください。 

８ 試験開始後は，途中退席できません。用便を希望する際は手をあげてくださ 

い。 

９ 試験終了後，解答用紙と貸与した六法を回収するので，指示があるまで席を 

立たないでください。 配布した解答用紙は，書き損じや未使用のものも含め

て，すべて回収します。問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。  

10 その他は，すべて監督者の指示に従ってください。 
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Ⅰ 刑法（70 点） 

 

 問題 
 

 以下の【事案】について，Ｘ，ＹおよびＺの刑事責任を論じなさい（ただし特別

法違反の点を除く）。 

 

 【事案】 

１．暴力団組長Ｘは，Ａに 500 万円を貸し付けていたが，履行期を過ぎ再三督促をし

てもＡが返済しないので業を煮やし，組員Ｙ，Ｚの 2 人を呼んで「Ａから 500 万円取

り返してこい。少々脅すくらいのことはしてもよい」などと指示を与えた。 

 

２．ＹとＺは，Ａの自宅を訪れ 500 万円の返済を求めた。当初は多少の威圧的言動で

返済を迫っていたが，Ａがのらりくらりと要求をかわそうとするので，怒りがこみ上

げたＹはＡの胸ぐらをつかみ「四の五の言わずに借りた物を返せよ」と怒鳴りながら

Ａを殴りつけた。これに呼応して，ＺもＡに殴りかかった。その後，2 人は真夜中に

なるまで数時間にわたってＡを殴ったり蹴ったりしながら返済を要求したが，Ａは全

身に無数の打撲傷を負い意識朦朧となりながらも依然首を縦に振らなかった。 

 

３．しかしＡは，これ以上暴行を加えられたら下手をすると死んでしまうかもしれな

いと内心恐れており，とにかくこの場を脱出する方法を考えていた。そして，Ｙらが

ひと休みするために別室に消えた隙を見て裏口からこっそり逃げ出した。ＹとＺはこ

れに気付き，ただちにＡを追いかけた。Ａは，暗闇の中で怒号しながらＹらが迫り来

ることを知り，必死に逃げ続けたが，やがて高速自動車道路の土手にぶつかった。Ａ

は，追っ手を巻くにはこうするよりほかないと朦朧とした頭で考えて，土手をよじ登

り，ガードレールを乗り越え，片側 2 車線の高速道路を横断しようとした。ところが，

横断中に，通過車両に撥ねられて即死してしまった。Ａが死亡したのはＡが自宅を脱

出してから約 10 分後，自宅から約 600 メートル離れた場所での出来事であった。 

 

 

 

                                   以 上 
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Ⅱ 刑事訴訟法（30 点） 

 

 問題 
 

  以下の【事案】において，ＰおよびＱが乙ホテルの 301 号室を捜索したことの適法

性について論じなさい。なお，その際には，同室を捜索することについて，Ｘおよび

Ｙの同意がなかったことを前提として論じてよい。  

 

 【事案】 

 ある日，甲警察署に，乙ホテルの従業員から，ロビーで男が暴れている旨の 110 番

通報があった。そこで，同署の警察官ＰおよびＱが乙ホテルに急行したところ，同ホ

テルの 1 階ロビーで暴れている 40 歳くらいの男（後にＸと判明）がおり，Ｘの側で

は，30 歳くらいの女性（後にＹと判明）が，Ｘを必死になだめるような仕草をして

いた。ＰとＱは，Ｘを落ち着かせるとともに，Ｙから事情を聞いたところ，Ｙは，「昨

日から乙ホテルの 301 号室にＸと一緒に宿泊しているが，Ｘは，約 3 時間前に 301 号

室で覚せい剤を注射し，そのころからおかしくなった」旨述べた。ＰとＱがＸの様子

を観察したところ，Ｘには目が血走るなどの覚せい剤使用者特有の症状があり，腕に

は，真新しい注射痕もあった。また，一旦部屋に帰ったＹが，「Ｘが使ったのはこの

注射器です」と言って 1 本の注射器を差し出したので，Ｐにおいて，そこに残ってい

た液体について簡易検査を実施したところ，覚せい剤の成分が検出された。さらに，

Ｘも，その注射器で覚せい剤を使用したことを認めた。 

そこで，ＰおよびＱは，乙ホテル 1 階ロビーにおいて，Ｘを覚せい剤取締法違反の

罪（使用罪。なお，使用罪の法定刑は，10 年以下の懲役である。）で緊急逮捕し，

さらに，その直後に，ＸおよびＹに対し，301 号室も見せてもらうと一方的に告げ，

両名の明確な同意を得ないまま同室を捜索した。 

 

                                                                              

以 上 
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平成 25 年度琉球大学法科大学院 

Ａ日程 法学既修者コース法律試験 問題冊子 ３ 

 

民事系Ⅱ（商法）〔全 430 点中 50 点〕 

 

平成２４年９月８日（土曜日） 

１４時４０分～１５時２０分（40 分） 

 

 

注意事項 

 試験開始の合図があるまでに，次の注意をよく読んで，間違い 

のないように受験してください。 

 

 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。 

２ 試験開始後，問題の部分に印刷不鮮明，汚損等があれば直ちに申し出てくだ 

さい。 

３ この試験では，問題冊子１部のほかに，解答用紙５枚，下書用紙１枚を配布 

します。六法は，貸与します。 

４ 解答用紙の冒頭欄に印刷されている試験科目名のうち，「商法」の文字を 

丸で囲み，また空欄に数字を記入して，その解答用紙が「何法に関する答案 

の何枚目であるか」を示してください。 

また，答案に用いたすべての解答用紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し 

てください。 

５ 解答用紙が足りない場合は，適宜配布するので，手をあげてください。 

６ 黒色または青色であれば筆記用具は問いません。ただし，鉛筆書きの場合は 

文字が薄くならないように十分注意してください。 

７ 試験開始後は，途中退席できません。用便を希望する際は手をあげてくださ 

い。 

８ 試験終了後，解答用紙と貸与した六法を回収するので，指示があるまで席を 

立たないでください。 配布した解答用紙は，書き損じや未使用のものも含め

て，すべて回収します。問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。  

９ その他は，すべて監督者の指示に従ってください。 
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 問題（50 点） 

    次の【事例】を読み，〔設問〕に答えなさい。 

 

 

【事例】 

 建設業を営むＡ株式会社（以下，Ａ会社という。）の営業担当取締役Ｂは，代表

取締役Ｃの意向を受け，沖縄県琉大市の実施する公共工事の受注に関して便宜を図

ってもらうため，市長ＤにＡ会社の資産である現金 1,000 万円を渡した。その後，

当該現金の授受が発覚し，Ｂは贈賄罪に問われた。 

 

 

〔設問〕 

Ａ会社は，Ｂに対して会社法 423 条に基づく責任を追及しようとしている。これ

に対してＢがすることが考えられる主張を挙げ，その法的問題点について検討せよ。 

 

                                                                             

以 上 
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平成 25 年度琉球大学法科大学院 

Ａ日程 法学既修者コース法律試験 問題冊子 ４ 

 

民事系Ⅲ（民事訴訟法）〔全 430 点中 30 点〕 

 

平成２４年９月８日（土曜日） 

１５時４０分～１６時２０分（40 分） 

 

 

注意事項 

 試験開始の合図があるまでに，次の注意をよく読んで，間違い 

のないように受験してください。 

 

 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。 

２ 試験開始後，問題の部分に印刷不鮮明，汚損等があれば直ちに申し出てくだ 

さい。 

３ この試験では，問題冊子１部のほかに，解答用紙５枚，下書用紙１枚を配布 

します。六法は，貸与します。 

４ 解答用紙の冒頭欄に印刷されている試験科目名のうち，「民事訴訟法」の 

文字を丸で囲み，また空欄に数字を記入して，その解答用紙が「何法に関す 

る答案の何枚目であるか」を示してください。 

また，答案に用いたすべての解答用紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し 

てください。 

５ 解答用紙が足りない場合は，適宜配布するので，手をあげてください。 

６ 黒色または青色であれば筆記用具は問いません。ただし，鉛筆書きの場合は 

文字が薄くならないように十分注意してください。 

７ 試験開始後は，途中退席できません。用便を希望する際は手をあげてくださ 

い。 

８ 試験終了後，解答用紙と貸与した六法を回収するので，指示があるまで席を 

立たないでください。 配布した解答用紙は，書き損じや未使用のものも含め

て，すべて回収します。問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。  

９ その他は，すべて監督者の指示に従ってください。 
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 問題（30 点） 

    次の【事例】を読み，〔設問１〕および〔設問２〕に答えなさい。 

 

 

【事例】 

 ＸのＹに対する 1,000 万円の売買代金請求訴訟において，Ｙは売買契約の成立を争

ったが，売買契約の成立が認められてＸの請求を認容する判決がなされた。Ｙは控訴

せず，判決はそのまま確定した。ＸはＹに判決通り 1,000 万円を支払うよう促したが

Ｙが支払わないので，強制執行に及ぶことをＹに通告した。 

 

 

〔設問１〕（15 点） 

 これに対し，Ｙは，Ｘに対し，売買契約はＸの詐欺によるものであったので取消す

旨の意思表示を訴訟外で行い，そして，売買契約は取消したのでＸの 1,000 万円の債

権は消滅したと主張して，Ｘに対し請求異議の訴え（民事執行法 35 条）を提起した。

裁判所はこのＹの主張をどう取り扱うべきか。 

 

 

〔設問２〕（15 点） 

   〔設問１〕とは異なり，Ｙは，Ｘに対し，前から 1,000 万円の貸金債権を有して

いたので相殺する旨の意思表示を訴訟外で行い，そして，相殺によりＸの 1,000 万

円の債権は消滅したと主張して，Ｘに対し請求異議の訴えを提起した。裁判所はこ

のＹの主張をどう取り扱うべきか。 

 

                                                                             

以 上 
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平成 25 年度琉球大学法科大学院 

Ａ日程 法学既修者コース法律試験 問題冊子 ５ 

 

民事系Ⅰ（民法）〔全 430 点中 150 点〕 

 

平成２４年９月９日（日曜日） 

１０時００分～１２時００分（120 分） 

 

 

注意事項 

 試験開始の合図があるまでに，次の注意をよく読んで，間違い 

のないように受験してください。 

 

 

１ 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いてはいけません。 

２ 試験開始後，問題の部分に印刷不鮮明，汚損等があれば直ちに申し出てくだ 

さい。 

３ この試験では，問題冊子１部のほかに，解答用紙１２枚，下書用紙２枚を 

配布します。六法は、貸与します。 

４ 解答用紙の冒頭欄に印刷されている試験科目名のうち，「民法」の文字を 

丸で囲み，また空欄に数字を記入して，その解答用紙が「何法に関する答案 

の何枚目であるか」を示してください。 

また，答案に用いたすべての解答用紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し 

てください。 

５ 解答用紙が足りない場合は，適宜配布するので，手をあげてください。 

６ 黒色または青色であれば筆記用具は問いません。ただし，鉛筆書きの場合は 

文字が薄くならないように十分注意してください。 

７ 試験開始後は，途中退席できません。用便を希望する際は手をあげてくださ 

い。 

８ 試験終了後，解答用紙と貸与した六法を回収するので，指示があるまで席を 

立たないでください。 配布した解答用紙は，書き損じや未使用のものも含め

て，すべて回収します。問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。  

９ その他は，すべて監督者の指示に従ってください。 
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問題（150 点） 

 

 次の文章を読み，〔設問１〕および〔設問２〕に答えなさい。 

 

【事実】 

１ Ｘは，早期退職優遇制度で会社を退職し，割増の退職金を得たことから，こ

の機会にリゾート地でペンションを経営しようと考え，ペンションを開業する

のに適した土地を探していたところ，平成 4 年 3 月頃，希望する条件にあう甲

土地（時価約 1,200 万円）を見つけた。 

  甲土地はＡの所有であったが，当面使う予定がなく，Ａは，長男Ｙ1 に甲土地

の管理を任せていた。 

 

２ Ｘは，平成 4 年 3 月末頃，甲土地の管理者Ｙ1 に対し，甲土地を是非購入した

い旨を申し入れたところ，Ｙ1 は，Ａは甲土地を他人に売却するつもりはなく，

私は管理を任されているだけで処分権限はないが，来年か再来年にはＡから甲

土地を生前贈与される予定なので，そのときなら甲土地を売却してもいい旨回

答した。これに対し，甲土地をすぐにでも取得したいＸは，Ｙ1 に対し，すぐに

Ａから贈与を受けることはできないかと尋ねたところ，Ｙ1 は，色々事情があっ

て，すぐには無理だと回答した（なお，ＡがＹ1 に甲土地を生前贈与する予定と

いうのはＹ1 の希望的観測にすぎず，実際には，ＡがＹ1 に甲土地を生前贈与す

るかどうかは未定であった。）。 

 

３ しかし，Ｘは，一日も早く甲土地でペンション経営をしたいと考えていたこ

とから，所有権取得は先でもいいから，早く引渡しを受けて甲土地を利用でき

ればよいと考え，平成 4 年 4 月 1 日，Ｙ1 との間で，次の約定にて甲土地を購入

する契約を締結し（以下「本件売買契約」という。），同日，売買代金の内金

として 600 万円をＹ1 に支払い，Ｙ1 から甲土地の引渡しを受けた。 

 

①売買代金  1,200 万円 

      ②支払方法  契約日に甲土地の引渡しと引き換えに内金 600 万 

             円を支払う。残代金 600 万円は，Ｙ1 が甲土地の所 

            有権を取得したとき，甲土地の所有権移転登記と引 

                       き換えに支払う。 

      ③財産権移転 契約日に内金 600万円と引き換えに甲土地を引渡す。

所有権移転登記は，Ｙ1 が甲土地の所有権を取得した

とき，残代金 600 万円と引き換えに行う。甲土地の
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所有権は，この移転登記時にＹ1 からＸに移転するも

のとする。 

 

  Ｘは，引渡しを受けた翌日，甲土地を簡易な柵で囲み，その中央に「ペンシ

ョン建設予定地」という看板を立てた。 

 

４ Ｘは，平成 4 年 5 月頃からログハウス風のペンションの建築に着手し，同年 7

月上旬にはペンション（乙建物）を完成させ，夏休みが始まる同月 18 日からペ

ンションの営業を開始した。 

 

５ その後，Ｘのペンションの経営は順調であったが，Ｙ1 は，なかなかＡから甲

土地の贈与を受けることができず，Ｘが甲土地の所有権を取得できないまま時

間が経過した。 

 

 

〔設問１〕【事実】１～５を前提として，以下の（１）～（３）に答えなさい。 

 

（１）本件売買契約は，契約当事者ではないＡ所有の甲土地を，処分権限がない

Ｙ1 がＸに売却したというものであるが，このような契約の有効性について，

根拠となりうる条文も指摘しつつ，簡潔に説明しなさい。（5 点） 

 

（２）Ｘは，早期に甲土地の所有権を取得するために，直接Ａと交渉しようと考

え，Ａと会い，事情を説明したうえ，残代金 600 万円をＡに支払ってもいい

ので，甲土地をＹ1 に贈与するか，Ｙ1 による甲土地の処分行為を追認するよ

うお願いしたところ，Ａは，Ｙ1 がＡに無断で甲土地を売却していたことに

激怒し，甲土地は絶対にＹ1 に贈与しないし，Ｙ1 の処分行為について追認も

しない旨明言するとともに，Ｘに対し，直ちに乙建物を収去して甲土地を明

け渡すよう請求してきたとする。 

    この場合，Ｘは，Ｙ1 に対し，損害賠償請求ができるか，損害賠償の根拠

となりうる条文を指摘しつつ，事案に即して論じなさい（損害賠償請求でき

ると考えた場合は，請求できる損害の範囲についても簡潔に述べること。）。 

                             （35 点） 

 

（３）上記（２）の場合において，ＸがＹ1 に対する損害賠償請求を検討していた

ところ，Ａが死亡し，相続人間の遺産分割協議によりＹ1 が甲土地を相続する

ことになったとする。 
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   この場合，Ｘは，Ｙ1 に対し，本件売買契約に基づき，（残代金 600 万円の

弁済の提供をした上で，）甲土地の所有権移転登記請求をすることができる

か論じなさい。（35 点） 

 

 

 

【事実】（以下では〔設問１〕の（２）および（３）の事実はないものとして検討しなさい。） 

  

６ Ｘは，ペンション経営が忙しいうえ，現状でも甲土地を特に問題なく使用で

きていることなどから，甲土地の所有権を取得できていないことについて法的

措置をとらないままでいたところ，平成 13 年 2 月頃，Ａは，見ず知らずのＸが

甲土地でペンションを経営していることを知り，Ｙ1 がＡに無断で甲土地をＸに

売却していたことを知った。 

Ａは，憤慨したが，高齢であるＡ自身がこの問題を解決するのは難しいと考

え，二男Ｙ2 に甲土地を譲ってこの問題の解決も委ねることとし，同年 3 月 1 日，

Ｙ2 に対し，甲土地を生前贈与し，その旨の所有権移転登記も了した。 

 

７ 平成 13 年 4 月頃，Ａが突然体調を崩して入院し，その後回復することなく，

同年 9 月 3 日，Ａが死亡した。 

 

８ Ｙ2 は，Ａの看病や葬儀等の対応ですぐに甲土地の問題解決に着手できないで

いたところ，その後も，仕事の忙しさやトラブルに巻き込まれるのは面倒だと

いう気持ちなどから，甲土地の問題について特に対応することなく放置してい

たところ，平成 24 年 4 月 1 日が経過した。 

 

９ Ｘは，平成 24 年 7 月 18 日にペンション開業 20 周年記念パーティーを終わら

せた後，そろそろペンション経営は手伝ってくれている長女夫婦に任せ，自ら

は妻とともに老後をゆっくり過ごそうと決意した。 

ただ，その前に，気がかりであった甲土地の所有権の問題を解決しなければ

ならないと考え，Ｘは，同月 23 日，Ｂ弁護士に法律相談をしたところ，Ｂ弁護

士から，本件では，民法 162 条 1 項で定める長期取得時効により甲土地の所有

権を取得したことを理由として，Ｙ2 に対し，甲土地の所有権移転登記請求をす

るのが妥当であろうというアドバイスを受けた。 
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〔設問２〕【事実】１～５並びに【事実】６～９を前提に，以下の（１）～（４）に

答えなさい。 

 

（１）まず，登記請求権にはどのような法的性質（どのような類型）のものがあ

るかを簡潔に指摘したうえで，本件においてＢ弁護士が考えているＸのＹ2

に対する所有権移転登記請求権は，そのうちどのような性質（類型）の登記

請求権だと考えられるか，事案に即した理由を付して結論を述べなさい。 

（15 点） 

 

（２）Ｂ弁護士は，本件において，民法 162 条 1 項の長期取得時効の主張は認め

られる可能性が高いが，同条 2 項の短期取得時効の主張は認められない可能

性が高いと考えている。なぜ，本件では，民法 162 条 2 項の短期取得時効の

主張が認められない可能性が高いと考えられるのか，同条項に定める要件に

該当する事実の有無という観点から検討して，その理由を述べなさい。 

（20 点） 

 

（３）まず，一般論として，民法 162 条 1 項に定める「所有の意思」の有無は，

どのように判断されるか，判例を踏まえつつ，理由も付して述べたうえで， 

本件において「所有の意思」の要件が認められるか否かについて，事案に即

して検討し，その見通しを述べなさい。（25 点） 

 

（４）本件において，Ｘは，甲土地について所有権移転登記を有していないにも

かかわらず，Ｙ2 に対し，取得時効による甲土地の所有権の取得を対抗できる

か，理由を付して結論を述べなさい。（15 点） 

 

 

                                                                       

                                以 上 
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